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２月

４ 日 入間郡町村議会議長会

５ 日 全員協議会

13日 埼玉県後期高齢者医療広域連合議会定例会

15日 町村議会議長会正副議長及び事務局長合同研修会

18日 全員協議会

19日 総務建設常任委員会

20〜21日　町村議会広報研修

27日 議会運営委員会

29日 埼玉県町村議会議長会定期総会

３月

３〜25日　第１回三芳町議会定例会

７ 日 議会運営委員会

10日 全員協議会及び議会運営委員会

11日 総務建設常任委員会及び厚生文教常任委員会

19日 入間東部地区消防組合議会定例会

入間東部地区衛生組合議会運営委員会

　
春
を
彩
る
桜
色
は
す
ℕ
か
り
ま
ば
ゆ

い
ば
か
り
の
新
緑
へ
と
移
り
変
わ
り
ま

し
た
Ί

　
議
会
も
新
し
く
生
ま
れ
か
わ
ℕ
て

ち
ℹ
う
ど
１
年
が
経
ち
Ὶ
議
員
全
員
エ

ン
ジ
ン
全
開
と
い
ℕ
た
と
こ
ろ
で
す
Ί

　
３
月
定
例
会
は
平
成
20
年
度
予
算
の

審
議
で
Ὶ
当
初
予
定
さ
れ
た
会
期
を
一

週
間
延
長
し
Ὶ
計
23
日
間
に
及
ぶ
白
熱

し
た
議
会
と
な
り
ま
し
た
Ί
一
日
の
審

議
時
間
も
た
び
た
び
延
長
さ
れ
Ὶ
時
に

は
夜
中
の
３
時
頃
ま
で
及
び
ま
し
た
Ί

　
定
例
会
前
半
の
ヤ
マ
場
で
あ
る
一
般

質
問
も
10
人
の
議
員
が
行
い
Ὶ
様
々
な

角
度
か
ら
町
政
を
問
い
ま
し
た
Ί

　
さ
て
そ
の
一
般
質
問
で
す
が
Ὶ
質
問

者
が
誰
な
の
か
分
か
り
に
く
い
と
の
声

か
ら
Ὶ
最
前
列
に
‐
一
般
質
問
席
‑
を
設

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Ί
６
月
の
一

般
質
問
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
Ί

　
議
会
で
は
Ὶ
よ
り
分
か
り
や
す
い
議

会
運
営
と
地
方
主
権
に
向
け
て
議
会
改

革
を
進
め
て
お
り
ま
す
Ί
‎
議
会
だ
よ

り
‏
も
議
会
改
革
を
ダ
イ
ナ
ミ
兊
ク
に

住
民
の
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
す
る
た
め
に
Ὶ

編
集
委
員
一
同
Ὶ
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い

り
ま
す
Ί
今
後
に
ご
期
待
下
さ
い
Ί

 
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
　
菊
地
 

委
　

員
　

長
　

神
　
田
　
順
　
子
　

副
委
員
長
　

菊
　
地
　
浩
　
二
　

委
　
　
員
　

内
　
藤
　
美
佐
子
　

委
　
　
員
　
山
　
田
　
政
　
弘
　

委
　
　
員
　

光
　
下
　
重
　
之
　

議
　
　
長
　

秋
　
坂
　
　
　
豊
　

編 集 後 記

議 会 活 動 日 誌

25 日 入間東部地区衛生組合議会第１回定例会

全員協議会

26日 議会だより編集委員会

４月

４ 日 町村議会議長会役員会

11日 議会だより編集委員会

14日 入間東部広域斎場「しののめの里」施設見学

22日 第２回三芳町議会臨時会

詳しい日程は、５月末に三芳町ホームページに掲載予定です。

ＦＡＸ・メール等による、ご意見・ご要望もお待ちしております。

次の議会定例会は６月２日（月）開会予定

皆様の傍聴をお待ちしております。

傍聴される方は、必ず６階議会事務局で受け付けをお願いします

H20.5.15　三芳町議会だより　No.128

桑の実三芳保育園（初めての民間保育園）の入園式
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一般会計予算 ２

・今定例会のあらまし・

 

　
平
成
20
年
第
１
回
三
芳
町
議
会
定
例

会
は
、
３
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
予

定
で
し
た
が
、
会
期
延
長
に
よ
り
３
月

25
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
冒
頭
に
町
長
が

平
成
20
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
、

議
員
の
提
出
議
案
で
あ
る
﹁
三
芳
町
議

会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
﹂
及
び
町
長
提
出
の
﹁
平
成
20
年
度

一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
﹂
、

﹁
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
﹂
、﹁
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
﹂
、
﹁
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に

関
す
る
条
例
﹂、
﹁
課
室
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
﹂、
な
ど
議
案
27
件
が
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
、﹁
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
﹂
の
人
事

案
件
１
件
は
、
原
案
ど
お
り
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
３
日
間
に
わ

た
り
10
名
の
議
員
が
行
い
、
町
政
全
般
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
の
意
見
書
４
件
﹁
中
小
企
業
底
上
げ

対
策
の
一
層
強
化
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
﹂
、

﹁
﹁
非
核
日
本
宣
言
﹂
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
﹂
、﹁
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
﹂
及
び
﹁
医
師
・
看
護

師
等
の
増
員
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
﹂
は
、
原

案
ど
お
り
﹃
可
決
﹄
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
の
議
案
に

つ
い
て
、
議
員
か
ら
﹁
予
算
編
成
替
え
の
動
議
﹂
が

２
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
件
は
撤
回
さ
れ
、
１

件
は
﹃
否
決
﹄
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
　
第 

１ 

回 

定 

例 

会
　

　
　
　︹
３
月
３
日
〜
25
日
︺

主　な　歳　入

町　　　　税 75億2698万7000円（前年度比 2156万円減）

国・県支出金 7億4613万7000円（前年度比 439万円減)

町　　　　債 6億4500万円 （前年度比 5800万円増)

地方消費税交付金 4億2500万円 （前年度比 400万円減)

新規事業と主な事業

　　　　　　地域防災計画の改定

　　　　　民間保育所保育委託事業

　　　　藤久保交差点改良事業（県委託事業）

　　　公園等築造事業

　　藤久保小学校校舎耐震補強事業

　藤久保公民館エレベータ設置事業

図書館ブックスタート事業

一般会計予算３

主　な　歳　出

　民生費 27億 9033万円 土木費 13億 8334万 5000円

　総務費 17億 5839万5000円 衛生費 10億 1265万 6000円

　教育費 15億 3593万円 公債費 10億 5996万 4000 円

国保税の値上げをせず、福祉

や社会保障に力を入れる考

えを評価する

日本共産党　

　「税金を上げないで」、「社会保障の充実を」と

住民は望んでいる。国民健康保険税の値上げを

しなかったことや藤久保地域の洪水対策など、

日本共産党議員団が提案した福祉や子育て支援

の社会保障に力を入れたこと、住宅リフォーム

助成の継続などの姿勢を評価する。

子どもや高齢者に対する施

策や、集中豪雨時対応の下水

道工事などを評価する

21クラブ　

　町税の減収とともに、県からの福祉３医療費

補助率引き下げなど、厳しい財政状況下にあり

ながらも、子ども医療費無料化の継続、藤久保

公民館エレベータ設置など、高齢者へも配慮が

されている。あわせて、集中豪雨時に対応でき

る下水道工事などを高く評価して予算案に賛成

する。

厳しい財政状況の中でも各

分野に施策を掲げた積極的

な予算配分となっている

公明党　

　透明で公正な電子入札導入推進、床上床下浸

水対策として幹線16号線下水道事業、子育て

支援に妊婦健診無料化拡大、住民要望にこたえ

る公園整備、高齢者や障がい者に配慮した藤久

保公民館エレベータ設置等、厳しい財政状況の

中で各分野に施策を掲げ、積極的な予算配分を

されており、賛成する。
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特別会計予算 ４

　
予
算
総
額

35
億
６
４
８
３
万
４
千
円

︵
対
前
年
度
比
　
２
・
４
％
減
︶

　
歳
入
の
主
な
構
成
比
は
、
国
民

健
康
保
険
税
が
29
・
５
％
、
国
庫
支

出
金
が
20
・
２
％
、
療
養
給
付
費
等

交
付
金
が
６
・
８
％
、
前
期
高
齢
者

交
付
金
が
16
・
３
％
、
県
支
出
金
が

４
・
５
％
、
一
般
会
計
繰
入
金
が

11
・
２
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
大
部
分
を
占
め
る
医
療

費
等
の
構
成
比
は
、
保
険
給
付
費

が
67
・
２
％
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
が
12
・
９
％
、
老
人
保
健
拠
出
金

が
２
・
２
％
、
介
護
納
付
金
が
５
・

４
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
滞
納
付
策
と
療
養

　
　
　
は
別
に
す
べ
き

日
本
共
産
党

　
国
保
法
・
医
療
法
・
医
師
法
は

誰
で
も
必
要
な
と
き
に
医
療
を

受
け
ら
れ
る
国
民
の
権
利
に
こ

た
え
て
い
る
。
し
か
し
、
国
は
法

改
正
で
税
滞
納
者
か
ら
保
険
証

取
り
上
げ
を
義
務
化
し
、町
は
取

り
上
げ
を
続
け
て
い
る
。そ
の
受

診
率
は
一
般
の
２
％
で
、手
遅
れ

受
診
と
な
る
。滞
納
付
策
と
療
養

の
確
保
は
別
個
に
す
べ
き
だ
。

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を
導
入
し

た
が
、
日
本
共
産
党
は
反
対
を

し
た
。
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の

人
か
ら
医
療
保
険
料
を
年
金
か

ら
天
引
き
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
、
国
民
の
願
い
で
は
な

く
反
対
す
る
。

　
予
算
総
額

12
億
２
１
３
５
万
９
千
円

︵
対
前
年
度
比
　
11
・
１
％
増
︶

　
歳
入
の
主
な
構
成
比
は
、
65
歳

以
上
の
第
一
号
被
保
険
者
に
納
入

し
て
い
た
だ
く
保
険
料
が
19
・
６

％
、
国
庫
支
出
金
が
17
・
２
％
、
支

払
基
金
交
付
金
が
30
・
２
％
、
県
支

出
金
が
14
・
８
％
、
一
般
会
計
繰
入

金
及
び
基
金
繰
入
金
が
18
％
な
ど

で
す
。

　
歳
出
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
の
保
険
給

付
費
が
11
億
７
７
４
５
万
７
千
円

と
全
体
の
96
・
４
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
要
介
護
︵
要
支
援
︶
認
定

者
は
、
平
成
20
年
２
月
末
日
で
６

８
８
人
で
す
。

　
予
算
総
額

９
億
２
１
９
５
万
６
千
円

︵
対
前
年
度
比
　
９
・
２
％
減
︶

　
歳
入
の
構
成
比
に
つ
い
て
は
、

使
用
料
及
び
手
数
料
が
53
・
９
％
、

一
般
会
計
等
か
ら
の
繰
入
金
が

35
・
３
％
、
町
債
が
７
・
８
％
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
構
成
比
に
つ
い
て
は
、

総
務
費
が
31
・
４
％
、
事
業
費
が

10
・
８
％
、
公
債
費
が
57
・
５
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
企
業
会
計
は
、
﹁
独
立
採
算
制
﹂

を
原
則
と
し
て
お
り
、
町
で
は
水

道
事
業
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
業
務
予
定
量

　
︿
給
水
戸
数
﹀

　
　
　
　
１
万
４
９
０
０
戸

　
︿
一
日
平
均
給
水
量
﹀

３

　
　
　
　
１
万
６
２
４
０
ｍ

　
収
益
的
収
支
︵
給
水
事
業
予
算
︶

は
、
収
益
８
億
３
３
９
６
万
８
千

円
に
対
し
、
費
用
８
億
２
５
９
８

万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
︵
水
道
施
設
整
備

予
算
︶
は
、
収
入
１
億
６
９
７
５
万

５
千
円
、
支
出
３
億
１
１
２
３
万

　
予
算
総
額

４
億
４
９
７
３
万
９
千
円

︵
対
前
年
度
比
　
77
・
７
％
減
︶

　
歳
入
の
構
成
比
は
、
支
払
基
金
交

付
金
が
54
・
８
％
、
国
庫
支
出
金
が

30
・
１
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
医

療
諸
費
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
予
算
総
額

２
億
５
４
０
０
万
２
千
円

※
今
年
度
か
ら
予
算
化
　

　
歳
入
の
構
成
比
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
が
90
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
が
98
・
９
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
　
　
年
金
か
ら
天
引
き

　
　
　
す
る
こ
の
制
度
に

　
　
　
反
対
す
る日

本
共
産
党

　
政
府
は
、
後
期
高
齢
者
の
医

療
費
を
２
０
１
５
年
に
は
２
兆

円
、
２
０
２
５
年
に
は
５
兆
円

２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
配
水
管
新
設
事
業
及

び
浄
水
場
整
備
事
業
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
経
費
削
減
及
び
経
営

の
健
全
化
を
図
り
、
安
定
給
水
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︻
第
１
回
定
例
会 

審
議
結
果
︼

●

三
芳
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
４
号)

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号
︶

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算(

第
３
号
︶

以
上
原
案
可
決

●

三
芳
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

●

三
芳
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例

●

三
芳
町
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等

に
関
す
る
条
例

●

三
芳
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●

三
芳
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●

三
芳
町
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●

三
芳
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

下
水
道
事
業
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

水

道

事

業

会

計

条例・同意５

●

三
芳
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●

三
芳
町
課
室
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
特
別
職
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
環
境
衛
生
対
策
審
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

●

三
芳
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

以
上
原
案
可
決

●

三
芳
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

同
意
に
つ
い
て

原
案
同
意

●

平
成
20
年
度
三
芳
町
一
般
会
計
予

算

●

平
成
20
年
度
三
芳
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

●

平
成
20
年
度
三
芳
町
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算

●

平
成
20
年
度
三
芳
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

●

平
成
20
年
度
三
芳
町
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

●

平
成
20
年
度
三
芳
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

●

平
成
20
年
度
三
芳
町
水
道
事
業
会

計
予
算

以
上
原
案
可
決

︿
意
見
書
﹀

●

中
小
企
業
底
上
げ
対
策
の
一
層
強

化
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

●

﹁
非
核
日
本
宣
言
﹂
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

●

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て

●

医
師
・
看
護
師
等
の
増
員
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て以

上
原
案
可
決

三
芳
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

平
成
20

年
４

月
１
日
か
ら
、

高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律

︵
昭
和
57
年
法
律
第
80

号
︶
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
制
定
す

る
も
の
で
、
三
芳
町

が
行
う
事
務
や
保
険

料
の
徴
収
等
に
係
わ

る
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。

公
平
委
員
会
委
員
に

鈴
木
左
内 

氏 

を
選
任

　
公
平
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
適
任
と
認
め
同
意

い
た
し
ま
し
た
。

﹁
同
意
し
ま
し
た
﹂

三
芳
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

条
例

ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
参

加
を
促
進
し
、
住
民
自
治

の
実
現
に
寄
与

す
る
た
め
制
定

す
る
も
の
で
、

住
民
と
町
の
協

働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
関
し

基
本
的
な
事
項

を
定
め
る
も
の

で
す
。

三
芳
町
墓
地
等
の
経
営
の

許
可
等
に
関
す
る
条
例

平
成
20
年
度
よ
り
、
墓
地

等
の
経
営
の
許
可
権
限
が
、

埼
玉
県
知
事
か
ら
三
芳
町
長
に
移

譲
さ
れ
る
こ
と
か
ら
制
定
す
る
も

の
で
、
墓
地
・
納
骨
堂
及
び
火
葬
場

の
経
営
の
許
可
等
に
係
わ
る
手
続

き
及
び
基
準
、
そ
の
他
の
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

三
芳
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

健
康
保
険
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
４
月
分
か
ら
医
療

費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
及
び
年

齢
要
件
を
改
正
し
、
６
月
か
ら
葬

新
規

新
規

条例の制定・一部改正

新
規

　
　
　
弱
い
者
い
じ
め
の

　
　
　
制
度
は
や
め
て

日
本
共
産
党
　

　
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
か

ら
医
療
保
険
料
を
徴
収
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
や
め
る

べ
き
だ
。

　
生
活
費
よ
り
も
先
に
、
年
金

か
ら
天
引
き
の
医
療
保
険
徴
収

は
、
憲
法
の
生
存
権
に
反
す
る

こ
と
だ
。
医
療
に
か
か
り
に
く

く
し
た
り
、
保
険
証
の
取
り
上

げ
も
問
題
だ
。

　
社
会
貢
献
の
高
齢
者
に
対
す

る
弱
い
も
の
い
じ
め
の
制
度
で

反
対
。

　
　
　
少
子
高
齢
化
で

　
　
　
高
齢
者
医
療
を
支

　
　
　
え
る
た
め
に
必
要

公
明
党
　

　
少
子
高
齢
化
で
高
齢
者
の
医

療
を
支
え
る
国
民
健
康
保
険
が

破
綻
の
危
機
に
あ
る
。
こ
の
条

例
は
国
の
法
律
に
基
づ
い
て
制

定
さ
れ
る
も
の
で
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
維
持
及
び
高
齢
者
の

医
療
を
受
け
る
権
利
を
守
る
た

め
に
も
必
要
な
制
度
で
あ
り
、

保
険
料
の
負
担
に
つ
い
て
も
所

得
の
低
い
方
に
軽
減
措
置
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

改
正

内
容

祭
費
の
支
給
額
を
全
国
的
な
標
準

額
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
高
齢
者
の
生
活
を

　
　
　
ま
す
ま
す
脅
か
す

　
　
　
こ
と
に
な
る

日
本
共
産
党
　

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
医
療
費
自

己
負
担
１
割
か
ら
２
割
へ
引
き

上
げ
、
葬
祭
費
10
万
円
か
ら
５

万
円
へ
引
き
下
げ
、
乳
幼
児
医

療
費
２
割
負
担
の
年
齢
拡
大
、

特
定
健
康
審
査
の
実
施
等
の
改

正
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

相
次
ぐ
増
税
と
諸
物
価
の
高
騰

に
よ
る
影
響
も
あ
わ
せ
、
ま
す

ま
す
﹁
い
の
ち
と
暮
ら
し
﹂
を

脅
か
す
こ
と
に
な
り
、
認
め
ら

れ
な
い
。
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